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■会議内容 

1. 研究 1（Nomogram study） 

（1） 進捗状況について 

事務局より、研究２とともに研究期間の 2 年間の延長および委員の交代を反映し

たプロトコール改訂について、大腸癌研究会の倫理委員会で承認がされたことを報

告した。今後、防衛医大での倫理承認を経て各施設での倫理申請を依頼する旨をア

ナウンスした。 

事務局より、副次的解析について、これまでに 5 編が公表され、3 編が投稿中、2

編が再投稿準備中、4 編が投稿準備中であることを報告した。また、現在解析中の

副次的解析 4 件について進捗状況を確認し、1 件が辞退となった。 

冨樫委員より、新たに Digestion 誌に accept された『Identifying Post-Surgical 

Recurrence Subtype of T1-Stage Colorectal Cancer by Machine Learning』の内容が紹介さ

れた。 

 

（2） LN 転移リスクが皆無にもかかわらず転移・再発を来した症例について 

事務局より、前回の会議で Ip 症例の再発例の内、ガイドラインの 4 つの LN 転移リ

スク因子が全て陰性の症例を対象として病理所見の再評価を行う予定としていたが、

ＳＭ浸潤度が過少評価となっている可能性が懸念されるため、肉眼型に関わらずリス



ク因子が皆無の症例のうち LN 転移や再発を来した症例（15 例）を対象とした新たな

研究計画を作成して、中央判定にて病理所見を確認することを提案し、特に異論なく

了承された。 

 

2. 研究 2（F1 study） 

（1） 進捗状況について 

事務局より、本体研究の解析の結果、5 名のエキスパートの病理医によって行わ

れた評価では、T1a 症例の LN 転移率が極めて少なく、診断の一致度が高かった。こ

れを受けて、本研究の病理委員が行った測定要領を SM 浸潤度の評価法として提言

することとなり、病理アトラスの作成が開始されたことを報告した。上野委員長よ

り SM 浸潤度判定法の病理アトラス案が紹介された。 

 

（2） 副次的解析について 

吉田委員から、高分化腺癌のみからなる腺癌（PWDA）に関する解析の進捗状況が

報告された。 

 

3. その他 

   特になし。 


